
式 辞 
 

春風にそよぐ満開の桜と、校舎を彩る久徴園の木々の緑が、やわらかな春の光に美しく映
える心華やぐ季節となりました。本日この佳き日に令和８年度島根県立出雲高等学校入学
式を執り行うにあたり、PTA 会長 三島悠道 様、久徴会会長 土井豆勝麿 様をはじめ、
ご来賓の皆様にご臨席を賜り、入学生への祝福と激励をいただけますこと、厚くお礼申しあ
げます。 

 
保護者の皆様、お子様のご入学、誠におめでとうございます。これまでお子様を育ててこ

られました皆様のご尽力に、衷心より敬意を表するとともに、私ども教職員に課せられた責
任の重さに、身の引き締まる思いでございます。皆様のお子様に寄せる思いを真摯に受け止
め、私ども教職員は、お子様の大いなる成長を目指して教育活動に取り組んでまいります。
どうか、本校の教育活動にご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

  
ただいま入学を許可しました、278 名の新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。

本校の在校生、教職員一同、皆さんを心から歓迎いたします。 
皆さんが入学しました出雲高校は、大正９年（1920 年）に創設された島根県立今市高等

女学校をその前身としており、現在に至るまで 100 年以上の歴史と伝統を有しています。
創立以来、県下有数の進学校として着実に実績を積み重ね、卒業生は国内外のあらゆる分野
において、活躍されています。 
 

さて、今日から、皆さん一人ひとりが、本校の大切な生徒です。出雲高校生としての自覚
と、これまでの歴史を受け継ぎ、次の 100 年に向かって新たな伝統を築くという気概を持
って、溌溂と、活力ある高校生活を送ってください。 

 
本日から本校で過ごすこの三年間は、今後の皆さんの人生において大変大きな意味を持

つ時期であることは言うまでもありません。そこで、今日は、皆さんを迎えるにあたり、出
雲高校生として期待することを２点お話しします。 

 
１点目は、本校の基本精神である「久徴の精神」をしっかりと理解し、確かに学び、健や

かに成長してほしいということです。本校では、「至誠」を重んじる「久徴の精神」を教育
理念として大切にしています。 

「久徴」とは中国、儒教の四書の一つである『中庸』の一節で、「至誠息む（やむ）こと
無し。息（や）まざれば則ち久し。久しければ則ち徴（しるし）有り。」からきていますが、
これは誠実な心と態度を忘れることなく生活することで、内面が充実し、その徴（しるし）、
つまり努力の成果や人としての徳が外ににじみ出てくることと、私は理解しています。 



出雲高校の教育目標とスクールポリシーからなる「グランドデザイン」にも示していると
おり、「至誠」すなわち誠実な心と態度をもって、理数科や普通科における各教科の授業、
スーパーサイエンスハイスクール事業、そしてキャリア教育、生徒会活動や部活動などの課
外活動といった、生徒育成のためのカリキュラムの四本柱としている取組を通して、「主体
性、協働性、探究性、社会性」を磨き高め、本校における学びのスローガンである「自立・
協働・挑戦」の姿勢を育んでもらいたいと思います。そこで肝要となるのが、何事にも誠実
であること、悩みや迷いがあったとしてもごまかすことなく、誠実さを貫くことです。 

 
２点目は新入生登校日に紹介した高校生活の指針、そして生徒にとっての重点目標であ

る「『自主自立・文武両道・友愛協和』を念頭に、仲間とともに本校での様々な学びを通し
て自己実現を目指してほしい」ということです。 

この重点目標は、昭和 24 年入学の生徒自らが作成し、以後 70 年以上もの間、変わるこ
となく継承されてきた学園の指標を基礎としています。 

一つ一つ説明を加えるとすれば、「自主自立 自主的な高校生活を 出雲高校生としての
誇りを持ち、品位ある言動を心がけてほしい」「文武両道 活力に満ちた高校生活を 学習
はもちろんのこと部活動をはじめとする課外活動にも積極的に参加し、健全な心身の成長
を目指してほしい」「友愛協和 心の触れ合う高校生活を 他者を思いやり、お互いに気持
ちのよい挨拶を交わし合い、豊かな人間関係を築いてほしい」ということになるでしょう。 

 
皆さん一人一人が豊かな個性を持っており、考え方もそれぞれ異なり、ある意味、この目

標達成に向けて挑戦するかしないかは、本人次第ですが、本校においては、授業や探究的な
学び、生徒会活動や学校行事、部活動などの課外活動、研修旅行をはじめとする国内外の
人々との交流活動など、誰にも等しく多くの学びの機会が与えられます。進取果敢に挑戦し、
多様な経験を積み重ね、学びの質を高め、さらなる成長につなげてくれることを期待してい
ます。 

ただ、高校生活は順調なときばかりではありません。悩んだり困ったり、つまずくことも
あるでしょう。そんな時は身近な人を頼ることも必要です。友人、家族、そして教員に相談
したり、胸の内を語ったりしてみてください。そうすることで、自分の気持ちが整理され、
悩みや困りごとの原因が明らかになり、その対応策が浮かんだりするものです。自立するた
めにも、ぜひ周囲の力を活用してほしいと思います。 

結びに、新入生 278 名の皆さんが「久徴の精神」を胸に、大いなる志の実現に向けてこの
出雲高校で「自主自立・文武両道・友愛協和」を念頭に、豊かな学びと健やかな成長を遂げ
る高校生活を送ってくれることを期待するとともに、私たち教職員が一丸となってそれを
支えるために尽力することをここにお誓い申しあげ、式辞といたします。 

令和８年４月９日 
島根県立出雲高等学校 校長 小林 努 


